
別紙８
自動車の後面、前面及び側面に備える再帰反射材の視認性
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別 添 五 十 二 ３ ・ １ ８ ・ ２ ・ の 次 に 次 を 加 え る 。

3.18.3. 可動構成部品が開放された状態のあらゆる固定位置において点灯する別の灯火等を取り付
けることにより、3.18.1.及び3.18.2.の基準に適合させる場合においては、別の灯火等は当該灯火
等について規定された取付位置、幾何学的視認性及び光度に係る基準に適合するものでなければな
らない。

3.18.4. 3.18.の灯火等が装置の型式の指定を受けた灯火等であって、相互依存型灯火装置である場
合においては、以下のいずれかの条件に適合するものであればよい。

3.18.4.1. 相互依存型灯火装置が可動構成部のみに取り付けられている場合は、3.18.1.の基準を満
たすものとする。ただし、当該可動構成部品がいずれかの固定した開放位置にある場合、可動構成
部品に取り付けられた当該灯火等について規定された取付位置、幾何学的視認性及び光度の要件を
満たした3.18.の機能の別の灯火等を作動させてもよい。

3.18.4.2. 相互依存型灯火装置が固定構成部品と可動構成部品に取り付けられている場合は、「Ｙ」
マークの付された相互依存型灯火等は、可動構成部品の全ての固定位置において、当該灯火等につ
いて規定された取付位置、外側の幾何学的視認性及び光度の要件を満たすものとする。なお、当該
相互依存型灯火等が可動構成部品の全ての固定位置において、当該装置の配光領域に規定した光度
値に適合する場合には、内側の幾何学的視認性は満たされたとみなす。

別 添 五 十 二 ３ ・ ２ ７ ・ ４ ・ の 次 に 次 を 加 え る 。

3.28. 幾何学的視認性に関する一般規定
3.28.1. 無限遠から観測した際に、灯火等の見かけの表面の任意の部分から出る光の伝播を妨害す
る障害物が幾何学的視認性に係る角度の内側にあってはならない。ただし、灯火等が、装置の型式
の指定を受けた際に幾何学的視認性に係る角度の内側に障害物がある状態で型式の指定を受けたも
のである場合、自動車に取り付けられていない状態で当該灯火等の性能に係る基準への適合性につ
いて試験を行った際に当該基準に適合するものとして認めたものである場合、又は、保安基準第44

条第５項の鏡その他の装置により灯火等の幾何学的視認性が妨げられる等自動車の構造により灯火
等の幾何学的視認性に係る基準に適合するように灯火等を取り付けることができない場合にあって
は、この限りでない。

3.28.2. 灯火等の近傍で測定する場合には、同じ精度を確保するように観測方向を平行移動して測
定を行うものとする。

3.28.3. 灯火等を自動車に取り付けた状態において灯火等の見かけの表面の一部が自動車の他の部
分で隠れる灯火等にあっては、障害物で隠れない灯火等の部分が、当該装置の型式の指定に係る所
定の光度に係る規定に引き続き適合している旨を証明しなければならない（本技術基準別紙１参
照）。

3.28.4. 3.28.3.の灯火等の照明部又は反射部の上縁の地上からの高さが750¤未満となるように取
り付けられた灯火等であって、垂直方向下方の幾何学的視認性に係る角度が５°まで狭められるも
のにあっては、取り付けた光学装置の光度測定領域を水平面より下方５°まで狭めてもよい。

3.28.5. 相互依存型灯火装置の場合においては、当該装置の全ての相互依存型灯火等が同時に点灯
している時に幾何学的視認性の要件を満たすものとする。

別 添 五 十 二 ４ ・ ９ ・ ３ ・ ３ ・ 中 「２個の 」 の 下 に 「種別Ｓ３又はＳ４の 」 を 加 え 、「、又は１個の種
別Ｓ３ 」 を 「、１個の種別Ｓ３又はＳ４ 」 に 改 め 、「ずらして 」 の 下 に 「取り付ける、又は１式の種別
Ｓ３又はＳ４の要件を満たす相互依存型灯火装置を 」 を 加 え る 。

別 添 五 十 二 ４ ・ ２ ０ ・ ４ ・ ２ ・ ３ ・ 及 び ２ １ ・ ４ ・ ２ ・ ３ ・ 中 「構造上 」 を 「構造、デザイン及び
操作性により 」 に 改 め る 。

別 添 五 十 二 ４ ・ ２ ２ ・ ４ ・ 中 「取り付けなければならない。 」 の 下 に 「これによりがたい場合は、
輪郭表示再帰反射材を車両の外形の輪郭に可能な限り近くなるように取り付けなければならない。ま
た、再帰反射材は、車両の全長及び幅が特定できるよう、車両の水平寸法に沿って可能な限り等間隔
に取り付けるものとする。 」 を 加 え る 。

別 添 五 十 二 ４ ・ ２ ２ ・ ５ ・ ３ ・ １ ・ た だ し 書 中 「構造上 」 を 「形状、構造、デザイン及び操作性に
より 」 に 、「2¶100¤ 」 を 「2¶500¤ 」 に 改 め る 。

別 添 五 十 二 ４ ・ ２ ２ ・ ６ ・ 中 「その 」 を 「取り付けられた再帰反射材の 」 に 改 め る 。

別 添 五 十 二 ４ ・ ２ ２ ・ ６ ・ １ ・ ２ ・ 中 「15° 」 を 「４° 」 に 改 め る 。

別 添 五 十 二 ４ ・ ２ ２ ・ ６ ・ ２ ・ １ ・ 中 「１Nから３N 」 を 「1•0Nから1•5N 」 に 改 め る 。

別 添 五 十 二 ４ ・ ２ ２ ・ ６ ・ ２ ・ ２ ・ 中 「15° 」 を 「４° 」 に 改 め る 。

別 添 五 十 二 ４ ・ ２ ２ ・ ７ ・ １ ・ 及 び ４ ・ ２ ２ ・ ７ ・ ２ ・ 中 「取り付けなければならない。 」 の 下 に

「これによりがたい場合は、車両の外形の輪郭に可能な限り近くなるように取り付けなければならな
い。 」 を 加 え る 。

別 添 五 十 二 ４ ・ ２ ２ ・ ８ ・ ２ ・ 中 「再帰反射材とする。 」 の 下 に 「これらによりがたい場合は、車
両の外形の輪郭に可能な限り近くなるように取り付けなければならない。 」 を 加 え る 。

別 添 五 十 二 ４ ・ ２ ３ ・ ９ ・ ２ ・ 中 「225¶000cd 」 を 「300¶000cd 」 に 、「75 」 を 「100 」 に 改 め る 。

別 添 五 十 二 別 紙 五 中 「本技術基準4.2.6.1.1. 」 の 下 に 「及び4.3.6.1.2. 」 を 加 え る 。

別 添 五 十 二 別 紙 八 を 次 の よ う に 改 め る 。

˜
š


		2010-12-08T14:48:36+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




